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アンテオケ宣教会ニュース　
All the peoples on earth shall be blessed - Genesis12:3
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近 況 ＆ 祈 祷 課 題

派遣待機中　岡本告・涼子

・主の導きを祈り求めつつ、海外の邦人教

会とコンタクトをとっています。主の御

心が示されるように、祈り支えてくださ

る教会、兄姉に祝福があるように、そし

て家族一人ひとりの信仰と健康が守られ

るようにお祈りくだされば感謝です。

ベルギー　川上寧・川上真咲

（協力宣教師）

・多民族都市のブリュッセルにて宣教活動

3年目。在白邦人宣教と共に、あらゆる

国の人への宣教にも招かれています。健

康と生活が守られ、福音の種蒔きを続け

られますように。

北フランス　宮坂鉄也・ジャンネメ

（協力宣教師）

・7/3から６週間の予定で日本に一時帰国、

機会があればまだ訪問したことのない教

会で報告の機会が与えられるように。

・執事ダビデが 1年のサバティカルを取る

ことに。彼がゆっくり休めるように。

・パリ出身で僕らの町の市役所で働いてい

るリリアンくんの求道心が強まり、イエ

スさまに出会えるように。

台湾　高井ヘラー由紀

（協力宣教師）

・台湾議会において民主主義を脅かす決議

がなされつつあり、背後に中国の思惑が

あるとされています。民衆が各地で立ち

上がり、連日反対の意を表明しています。

（5/24 台北のデモでは 10 万人が参加）

主が台湾を守ってくださり、政治が正し

い方向へ向かうように、お祈りください。

・台南神学院は 11月に政府による初の評

価訪問を控えており、5/17 に事前訪問

があった。指摘された問題を 11月まで

に改善できるように。

・英語教会 TICC の必要が満たされ、外に

向かって宣教できるように。私自身は多

忙を極めているので心身の健康が守られ

るように。

タイ　新納真司・玉皇

（協力宣教師）

・孤児院訪問のために。愛をもって仕え、

子どもたちと良い関係が作れるように。

・7月の CS 教師研修会で CS の先生が整

えられ、良き学びとなりますように。

・8月（夏休み中）小学生を対象とした電

子回路工作を計画中。良き準備がなされ

るように。

・婦人会のご主人たちが教会に導かれ救わ

れるように。

先々月、アンテオケの初期から理事長をされた飯塚俊雄先生
が天に召されました。何度か先生の教会にお訪ねしましたが、
いま思い起こし天を仰ぎながら胸が熱くなります。いつも大き
な心で迎え、たくさんの励ましを下さった先生。私たち宣教師
を大切に思い､ 熱く祈り支えて下さり、主を喜ばせ天に凱旋さ
れた先生。有難うございました。心から感謝をしつつ、これか
らも一人ひとりの尊い魂に主イエス様の十字架と復活と再臨を
聖霊の力とキリストの愛で伝える宣教師でありたいです。
さて、ここ江華島 ( カンファド ) には北朝鮮を見下ろす高い
山があります。怖い所と思う人もいますが、この島は自然が豊
かで美しく、空気もきれいで歴史のある所。その田舎には農業
を営む人たちがたくさんいます｡ それゆえ人々は逞しくかつ人
情味があります。ここは信仰の郷です｡ さてここに 5年くら

東京ニューライフ国際教会では、４月 21日にゴスペル・グ
ループ「ザ・ブリス」とピアノに永井開さんをお迎えして、ゴ
スペル・サンデー「アメイジング・グレイス」を持ちました。ザ・
ブリスは、メンバー全員がゴスペル・クワイアのディレクター
（指導者）を務める実力派ゴスペル・シンガーズ・ユニットです。
由美はサックスで、３曲、コラボ演奏しました。
みんなでノンクリスチャンの友人知人に声をかけました。由
美のバンドのＨさんとＫさんが参加してくださいました。また
由美が参加している朝のラジオ体操指導者Ａ先生も参加してく
ださいました。お誘いした時は関心がなさそうでしたが、イベ
ントの前日、寝坊して体操には間に合いませんでしたが、公園
に散歩に行くと、まだＡ先生がおられて「明日の会場への行き
方を教えて欲しい」と言われ、主の素晴らしいみわざを誉めた

長い酷暑の夏を背に、「これより秋季」と言うところですが、
宣教地に秋の気配はありません。秋の 4月も気温は 30度を優
に超え、高温多湿の毎日が続きます。この気候が蚊の大量発生
につながったのでしょう。南米を席巻する「デング熱」はミシ
オネス州で猛威を振るっています。私も感染してしまいました。
4月上旬から注射、投薬、休養で治療に専念し、発熱、関節の
痛み、だるさなどと闘っています。さて、厳しい社会情勢にも
拘わらず、主の御霊は「熱き祈り会」という形で諸教会に流れ
続けています。熱い霊の流れは既に９カ月になりましょうか。
聖徒たちの祈りが停滞する気配は今もってありません。早朝祈
祷会、週 4～ 5日連続祈祷会、家庭祈祷会と、形を変えなが
らも祈祷会は続いています。このム－ブメントは人間の決意か
ら生み出されたものではなく、間違いなく御霊によるでしょう。

私たちの本帰国が２か月半後に迫ったある日、所属教団の議
長からショッキングな通達を受けました。後継者に予定してい
たハニット兄を牧師にはできず、インド人教会は事実上、教団
本部教会に吸収されてしまうという内容でした。ですが独立教
会になるという選択肢はあり得ません。なぜなら政府に登録さ
れていない教会をタンザニア国籍を持たないインド人が牧会す
ると、難癖をつけられて高額の賄賂を要求されることは明らか
だからです。この決定をリーダーたちに伝えると、みんな言葉
を失いました。みことばに救いを求め、頻繁に集まって、詩篇
２３篇を朗読して、大牧者であられるイエス様の導きを求めま
した。信仰者にとって明けない夜はなく、必ず復活がやって来
ると信じ。そして、何と長年の友人が窮状を聞いてシティー・
クリスチャン・センター（以後CCC) という教会を紹介して

い前にある家族が引越して来ました。ご夫妻ともろう者で、娘
さんが１人、そして 7匹の犬！｡ 落ち着いた頃、私たちの教
会に来ました｡ 自己紹介の時、ご主人は ｢どこに行こうかと探
していた時、江華島に良い家を見つけたので引越して来ました。
それは犬のためです」と｡ ｢えっ ! ？」と私たちは驚きの反応｡
そして事件が。｢飼っている犬のうち 1匹の犬を放していたら
近所の人に噛みついた」と｡ みんなは｢犬を放したからそうなっ
たんだ！！」と言い出したので、彼は相当怒ってそれから来な
くなりました。元々カトリックの信者なので、そちらの教会に
行ったようでした。ところが今年病気で入院し手術をしたと聞
いて、私たちがお宅を訪問した時は喜んで話され、心を開いた
かなと期待しましたが、まだ教会には来ません｡ どうかこの家
にも天の春が来て、主の助けと導きがありますように。

たえました。当日は、ザ・ブリスの素晴らしい賛美に一同が魅
了されました。メンバーの証や英樹の語ったメッセージも人々
の心に響いたと信じます。Ａ先生は子どもの頃、教会学校に行っ
ていたそうで、「私は信者にはなりませんが、心が洗われて良
かったです。誘ってくれてありがとう」と言われました。バン
ドのＨさんは、午後に用事があり、メッセージの終わる前に退
出しなければならず残念でした。Ｋさんとはランチをご一緒し、
より親しくなれて感謝でした。「また、音楽のイベントがあっ
たら誘ってください」と言われました。続いて主の働きかけが
来てくださった方々にありますように。また、しばらく教会か
ら足が遠のいていた姉妹が、この日、今年初めて礼拝に出席し、
その次の週も礼拝に来たことも感謝でした。続いて教会に来れ
るように祈っています。（英樹）

「祈り」は人間の決意では継続しえないからです。もう一つは
祈祷会からくる「実証」でしょうか。老若男女、これに集う人々
は揃って力強く輝き、周囲を潤す「祝福の基」となっているか
らです。これこそ「活けるキリスト」の顕現ではないでしょうか。
「どんなときにも御霊によって祈りなさい。」（エペソ6章18節）
またさらに、「御霊の現れ」は「互いに愛し合いましょう」
との実践を通し、人々の心の目を教会へと向かわせています。
「あなた方の互いの間に愛があるなら、それによって、あなた
方が私の弟子であることを、すべての人が認めるのです。」（ヨ
ハネ 13章 35節）、と主は言われます。「霊的祈り」と「愛の
ちから」、この 2点こそ教会成長の原動力だと思います。世の
人々は、真実の愛に心惹かれてやって来るからです。ご支援に
感謝しつつ。（繁）

くれました。その教会は以前からインド人宣教を願っており、
ハニット兄の牧師就任も承諾してくれました。そればかりか、
CCCが所有するビルの５階をインド人教会専用の礼拝場所と
して使わせてくれることになったのです。教団通達を受けた後、
新しい礼拝場所を探しましたが全く見つからず、街の中心部の
建物は所有者がほとんどイスラム教徒かヒンズー教徒のため、
礼拝で使うと言うと断られてしまいます。しかし主は約束通り
私たちを緑の牧場に伏させ、いこいのみぎわに伴ってください
ました。今までお世話になった教団とは袂を分かつことになり
ましたが、教団議長に最後の挨拶に行くと、祝福して送り出し
て下さいました。2024年 1月 28日に無事ハニット兄に牧師
按手し、新リーダーのもと新しいチャプターが始まりました。
（圭吾）

春の匂い、天の匂い アメイジング・グレイス

霊的な原動力 緑の牧場といこいのみぎわへ（前号から続く）

韓国　長澤久美子 国内・国際教会牧会　宇井英樹・由美

アルゼンチン　在原繁・津紀子 タンザニア（日本ベース）　安川圭吾・美穂

宣教支援広告



サンゴー山サンゴー山

ハイライト

インドネシアでのリトリートは 1992 年以来 32年ぶり。今回は去る 3月
11 日から 13日、中部ジャワのサラティガ市のホテルで。8家族 22名が参
加。異文化での緊張ある奉仕の場から集った参加者は、まず母国語で自由に賛
美し祈れる安心感の中、自己紹介、証し（救いと召命など）から始まり、徐々
に滞在ビザの困難さや異文化ショック、子弟教育の悩み、現地同労者との調整
の悩みなどが分かち合われていきました。二日目の午前中はリクリエーショ
ン。　午後は三々五々の交わり。夜はキャンプファイヤーを囲んでの賛美と証
しと祈り。集会後も深夜まで語り合う光景も。最終日は午前中たっぷり使って
感謝、祈りの時となりました。年嵩の子弟が学齢期前後の託児役を引き受けて
くれたのも麗しい光景。かつてご自分もその立場で苦労されたがゆえに弟妹の
世代に注がれる愛を見る思いでした。今、主はインドネシアに風を吹かせてお
られる、今後も我が国から主の選びの器が続々とかの国に送り出されるという
予感を強くしました。「次回はいつに？」という声を交わしながらの散会でした。　　　
（総主事　大田裕作）

アンテオケ宣教会主催　宣教師リトリートが中部ジャワにて開催

それぞれの真実な証を聞
き、大きな神様の愛と励まし、
力を受け取りました。そして、
共に分かち合う時間の中で、
神様の備えられた仲間がいる
事を知りました。今でも一番
印象的なのは皆さんの笑顔で
す。その源であるイエスさま
にハレルヤ！！ ( R・K）

同じ国で宣教に召されている同労者同じ国で宣教に召されている同労者
と、働き、ビザ、子供の教育など様々と、働き、ビザ、子供の教育など様々
なことを母国語で分かち合い、共に祈なことを母国語で分かち合い、共に祈
ることで大きな励ましを受けました。ることで大きな励ましを受けました。
リトリートを企画し、導いてくださっリトリートを企画し、導いてくださっ
た大田先生に心から感謝します。（野口た大田先生に心から感謝します。（野口
日宇満）※日本バプテスト連盟派遣宣教師※日本バプテスト連盟派遣宣教師

働き人それぞれの信仰の歩
み、宣教への導きや喜び、課
題を分かち合う時に、主の情
熱を覚えて奮わされました。
小さくとも主の召しに応えて
生きる恵みに改めて感謝。日
本語での子ども同士の交わり
も貴重でした。( 野口佳奈）　
※日本バプテスト連盟派遣宣教師

同じ日本人として宣教地で
の葛藤や苦しみを共感し、祈り
励まし合える先生方との出会い
でした。この与えられた「繋が
り」が、更なる主の宣教前進の
ために祝され、用いられますよ
うに！ (浅井俊貴 )

嬉しかったこと ①子ども達（異国
生活に奮闘中）の日本語が「通じる」
喜びと笑顔。②時間と心と祈りの共
有。③痛みの経験者から皆に送られ
たエール「でもね、イエス様がいる
から、どんなことがあっても、大丈
夫！」 （今西茉莉）夫！」 （今西茉莉）夫！」 （今西茉莉）

夫として、妻が日本語で同じ立
場の女性同士の交わりを楽しんで
いる様子を感謝。 親として、子ど
もた達が日本語で自由に楽しんで
いる様子を感謝。 個人として、日
本語で主を賛美・礼拝し、兄弟姉
妹との交わりを楽しむことができ
感謝。  （今西勇太） 

同じ国で宣教に召されている同労者

私は今年 1 月からインドネシ
アに来て日本人宣教の働きをして
います。先輩の宣教師の証を聞い
て、「宣教ってこんなに素晴らしい
んだ！」という思いが新たに与え
られました。馬に乗ってリフレッ
シュできて感謝です。（渡部 惇）　
※KPCA横浜キリスト教会派遣宣教師

8 組色々違えども日本からの宣教
師。同じ主に救われ、導かれ、同じ
国で奉仕している。証を聞き、直面
する問題や困難、弱さを、上下の関
係なく、言葉の壁なく、語り合う。
笑い、涙、共感。みんながお互いの
励ましの存在。証拠は子供達の安心
した耀く笑顔。可哀想なのは別れのした耀く笑顔。可哀想なのは別れの
時の子供達の泣き顔。（ 大田伯子）時の子供達の泣き顔。（ 大田伯子）

同じ異国の地で子育てに奮闘しな同じ異国の地で子育てに奮闘しな同じ異国の地で子育てに奮闘しな
がら主にお仕えしている「ママ友宣がら主にお仕えしている「ママ友宣がら主にお仕えしている「ママ友宣がら主にお仕えしている「ママ友宣
教師」の存在はとても大きな励まし教師」の存在はとても大きな励まし
でした。今日も同じ空の下で奮闘しでした。今日も同じ空の下で奮闘し
ている皆さんと、いつか再会できるている皆さんと、いつか再会できる
事を楽しみしています。（S・Y）事を楽しみしています。（S・Y）

日本人と日本語で思いっ日本人と日本語で思いっ
きり賛美できる事がどれだけきり賛美できる事がどれだけ
幸せな事かと実感しました。幸せな事かと実感しました。
また子どもたちも自分の気持また子どもたちも自分の気持
ちを日本語で伝え、理解してちを日本語で伝え、理解して
もらえる相手と遊べた事がともらえる相手と遊べた事がと
ても良かったです。どれも必ても良かったです。どれも必
要な時間でした。（M・Y）要な時間でした。（M・Y）

祈りに満ちたあっという間の祈りに満ちたあっという間の
時間！各地の先生のお証しを聞時間！各地の先生のお証しを聞
き、主が描かれる宣教の夢、ダき、主が描かれる宣教の夢、ダ
イナミックなお働きを知り、心イナミックなお働きを知り、心
ワクワクしました。日本から娘ワクワクしました。日本から娘
も来て 3人で参加できたこともも来て 3人で参加できたことも
主に感謝。（高橋央也）主に感謝。（高橋央也）

ジャカルタより約800km離れジャカルタより約800km離れジャカルタより約800km離れジャカルタより約800km離れ
ると、サラティガの溢れる緑と山ると、サラティガの溢れる緑と山
の澄んだ空気がお出迎え。宣教師の澄んだ空気がお出迎え。宣教師
達の貴重な交流の時。普段は子ど達の貴重な交流の時。普段は子ど
も達も、母国や家族と離れて奮闘も達も、母国や家族と離れて奮闘
中。仲間に出会い最高の笑顔。子中。仲間に出会い最高の笑顔。子
達に目を細め主に感謝、別れは辛達に目を細め主に感謝、別れは辛
く大粒の涙。(高橋恵 )く大粒の涙。(高橋恵 )

分かち合いの中で、涙してい分かち合いの中で、涙してい
る自分がいました。自分が思っる自分がいました。自分が思っ
ていたよりも日々気が張ってい
たことに気付かされ、温かい交
わりの中で肩の力が抜けていく
感じがしました。今の私に必要
な慰めの時でした。（浅井ひかり）

プールで遊びましたプールで遊びました

子どもたちと子どもたちと

自己紹介自己紹介 初日の交わり初日の交わり

全員集合全員集合

遺跡めぐり乗馬コース遺跡めぐり乗馬コース



近 況 ＆ 祈 祷 課 題

ドイツでは、キリスト教会離れが進んでいますが、そこに生
活する移民たちの教会は、どんどん増えており、成長していま
す。以前は、自分たちの母国の文化、原語のみで集まっていま
したが、彼らの多くは、その地に住み着いているので、ドイツ
語が堪能な方も多くいます。また、第 2世代、第 3世代となっ
てくるに従い、ドイツで生まれ育っているため、文化的にもド
イツ人としてのアイデンティティを持つようになる方もいま
す。そういう背景のもと、外国人教会がインターナショナル化
している傾向があります。実際にドイツ語しか理解できない子
どもたちに信仰を継承していくには、ドイツ語での対応が必要
になるのです。近年は、そういう外国人教会が、自国の人々で
集まるだけでなく、他の教会とも協力して、ドイツ人にもキリ
ストを伝えて行こうという動きがあります。

サイナー兄は忠実なユース・リーダーです。奥さんと 1歳
の娘の 3人家族。この数年、主への献身を祈り求め、準備し
てきました。経済の計画も立て、自分は古く小さいアパートに
住みながら、別に中古物件を購入しリフォーム。それを賃貸し
家賃収入で家族を養う計画。物件購入と工事も始めました。彼
は田舎にアウトリーチに出かけるためにローンで中古４WD
を購入しました。それらのために仕事を 2つ掛け持ちしてい
ました。時差を利用して米企業のコールセンター業務とモンゴ
ルでの仕事、日に 16時間以上も働いていました。最近はいつ
も寝不足、でも奉仕は全力です。ウンドルウラーン村のブラン
チはリーダーが高齢で、後継者を求めていました。彼なら間違
いないと私たちは喜んでいました。
ところが突然、彼は解雇されました。不況が原因です。米国

宣教開始後 16年のうちで、一番大きな事件でしょうか。日
本ビジョン教会の礼拝堂はいつもソウルの中心部にありました
が、今回ソウル市外に移ることになりました。この過程の中で、
ビジョン教会と支える会のメンバーにお祈りいただきながら歩
んできました内容をここで報告します。生ける主の御名を褒め
称えます。今まで無理をして、市内中心部に礼拝堂を持ちまし
た。しかし今回、家主から保証金までなくなりましたから明け
渡してほしいと言われ、皆で相談の結果、先月末で退去するこ
とにしました。急な話で驚かれたかもしれませんが、献金が賃
貸料にも満たない中で、今まで無理をして何とか頑張ってきま
した。ソウル市外にですと賃料は半分くらいで、良い条件の場
所を借りられるので、少しメンバーが減るかもしれませんが、
教会のリーダーたちとこの決断をしました。

ミュンヘン日本語教会に、最近ウクライナ人の難民の女性が
お友だちに誘われて、礼拝に集われるようになりました。彼女
自身はカトリックですが、一度日本語教会の礼拝に来られて以
来、居心地の良さを感じてか、毎週来られています。他にもド
イツ人のご主人たちが数名おられるので、メッセージをドイツ
語に翻訳して、毎週お渡しするようにしています。外国人教会
は、普段の生活から助け合っていることが多く、家族的な交わ
りがあります。以前ハンブルクにいた時も、ドイツ人のご主人
が「日本語教会は、ドイツの教会と雰囲気が違う。みんながお
互いのことをよく知っていて、神がそこにいる気がする。」と
言われました。小さい教会だからこその利点があり、日本人だ
けでなく、ドイツ人やそこに住む方々にインパクトを与えてい
ける可能性があります。

からチャットで「明日から仕事はない」の一言。急転直下、神
学校行きは一時ストップ、車も売却しました。しかし、主には
ご計画がありました。この出来事でサイナーは「主の御心を求
める」ことを更に学んでいます。こうした時、モンゴルでよく
あるのは「道が閉ざされた、じゃあ導きじゃないんだ。他の道
に行こう」とか「道が閉ざされる訳がない、借金してでも神学
校に・・・誰かお金を貸して下さい」とか。しかしサイナーは
そうではなく、困難とビジョンの間で委ねる祈り、主の御心
を求める祈りに導かれています。彼とともに 3時間ほど祈り、
語らいました。要求、願望でなく自分の気持ちと心を御前に注
ぎ出し、御霊に癒され解放される経験。自分で握ったビジョン
から、自分を明け渡す献身へと取り扱われています。陶器師の
手の中にあるように。彼のためにお祈りください。（真一）

これまでの未払賃料と新しい白馬礼拝堂の保証金など、支払
わなければならないものは、教会の家族と団体、支える会の皆
様からの献金によりすべて支払うことができました。改めて感
謝を申し上げます。今日の早朝、白馬礼拝堂で祈りながら、新
しく始まる日本ビジョン教会の第二期の働きに神様の大きな恵
みが臨み、関係された方々の喜びになるだろうという確信を得
ました。当面、慌ただしく整理されていない中で礼拝をしなけ
ればなりませんが、財政を整えながら、一つひとつ整理してい
き、６月頃に入堂感謝の礼拝を捧げたく思います。お祈りと献
金で支援してくださった皆様に心から感謝を申し上げ、神様の
働きに共に参加するすべての方々を祝福し、お祈りします。新
しい白馬礼拝堂のために、また日本ビジョン教会のためにお祈
りいただければ幸いです。（ダニエル） 

インドネシア　高橋央也・恵

・2024 年 7月からのビザ切り替え手続き

がスムーズに進むように。

・メンバーの中に病気の方が複数おられま

す。速やかな癒しと、適切な治療のため。

・信仰告白されたMさんの学びが祝され、

洗礼へと導かれるように。

・高３になった娘の大学受験のために。精

神的にも体調面でも守られますように。

インドネシア　Ｍ＆Ｓ Ｙ

・新たなビザ取得のために S氏の経営する

派遣訓練学校から日本語教師としてのビ

ザを発行手続きしていただいています。

順調に取得できれば 8月ジャカルタへ

引っ越し、その後 1年～ 2年を目処に

更なる必要な地域への移動も検討してい

ます。ビザの取得と新たな生活のために

お祈りお願いします。

インドネシア　Ｒ・Ｋ

・8月に訪問ビザで再入国。6ヶ月後にビ

ザ切り替えのために出国が必要となる。

安定して長期ビザの道が開かれていきま

すように。

・子どもたちの学び、霊的成長のために。

・インドネシアの魂に仕える事ができるよ

うに。

・日本の家族の救いと癌闘病中の兄の癒し

のために。

インドネシア　浅井俊貴・ひかり

（協力宣教師）

・６月は仕えている学校が休みのため、日

本に一時帰国しています。学校は祝福さ

れ生徒も増えています。感謝！学校チャ

プレンとして多様化する生徒たちのニー

ズをよく把握し、ケアすることができる

ように。

インドネシア　今西勇太・茉莉

（協力宣教師）

・インドネシアに家族で赴任し 10 ヶ月、

子どもたち（4 歳と 2 歳）が適応し

てきていることに感謝。7月末開催の

English Campを通して、未信者との関

係作り・福音伝道の機会が与えられるよ

うに。東ジャワの８つの教会合同のユー

スミニストリーの建て上げと、ユース世

代の信仰の成長のために。

インターナショナル化する外国人教会 私の敵の前で私の盃は溢れる

まだ、終わらない行く道

ドイツ　井野葉由美 モンゴル　高橋真一・千恵美

韓国　朴ダニエル・任妍貞

宣教支援広告
エエアアココンンのの事事ななららごご相相談談くくだだささいい。。

ホームページもご覧ください。(株)山下商会 検索
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献金芳名リスト・教会および団体
アルゼンチン宣教を支える会（2）　インドネシ
ア福音　 井野師を支える会（3）　宇井師を支
える会（3）　浦和福音（2）大磯キリスト（3）　
大阪栄光　岡本師を支える会　桶川聖書　貝塚
聖書　加古川キリスト　香住丘キリスト　片柳
福音自由（4）　可児福音（3）　上里キリスト　
上山聖書　亀有教会　かもい聖書　鹿本キリス
ト　韓国ろう者宣教を支える会（12）京都シ
オンの丘（3）　行田カベナント　久遠キリスト
伝道グループ　久米麗を支える会（3）　高知ペ
ンテコステ　国分寺キリスト　神戸希望を支え
る会（3）　札幌福音館　シャローム福音　白岡
福音　鈴鹿キリスト福音（3）　高石聖書　高橋
央也・恵と共に歩む会（3）　立川駅前　垂水
（3）　タンザニアミッション（3）　千代田福音　
東栄福音（2）　東京カベナント　東京若枝（3）　
名古屋一麦（3）　２１世紀キリスト　日本イエ
ス教団事務所（3）　朴師を支える会（3）　平
塚福音（2）　プラトナの会（3）　北海道聖書
学院学生会　本郷台（3）　丸亀聖書（2）　未
伝地ミッションを支える会（3）　峰町キリスト　
宮崎北（2）　モンゴルミッションジャパン（2）　
八栗シオン（6）　山形聾者キリスト　大和キリ
スト (3)　山中ファミリーを支える会

第２回　じゃむきゃん
異文化体験型ユースキャンプ
テーマ：Mission is possible
　　　　―神様の夢をつかめ！―
日時：2024. 8/22（木）13時半受付
  　　  -24（土）13時解散 ２泊３日
場所：関西聖書学院（KBI）
　　　奈良県生駒市門前町 22-1
講師：アンテオケ宣教会理事・主事・宣教師
対象者：高校一年生～ 25歳まで
 ※世界宣教に関心、重荷にある人
費用：高校生 14000円／それ以上 15000円
 ※遠方の方には、交通費の援助あり
申し込み締め切り：7/25
申し込み方法：QRコードにてGoogle フォー
ムより

●オープンナイト：8/22（木）19時からの集
会は年齢問わず、世界宣教に思いがおありの
方

問い合わせ：jimukyoku1977@gmail.com

献金芳名リスト・個人
井野葉由美（3）  Incheon Paik   Insook Kim  
甲斐博（3）　川上寧・真咲（3）　小林宮子　サ
イトウユウスケ　佐藤美加　小路伸夫　高井ヘ
ラー由紀（3）　高山嘉津子（3）　千金町子　永
井愛実　林正敏　原國聖恵　姫井雅夫　星出卓
也・薫（2）　松本章宏　三浦岸雄 (3)　宮内和
子　矢﨑弘志　山崎恵子　山下祐弘（3）　匿名
（11）
（教会・団体・個人　計 170件）

事務局からのお願い
　ご献金のお振込みには、所定の赤色の払込取
扱票か、「ゆうちょダイレクト」をご利用く
ださい。

オンライン献金
　利便性のために、これまでの献金あて先の他
に、オンライン献金を始めました。ご利用い
ただける方は、こちらのQRコードからご利
用ください。

訃報
●４月 30日、飯塚俊雄先生が天に凱旋されま
した。先生は、アンテオケ宣教会の発起人の
お一人であり、20年の長きに亘り理事とし
て、そのうち 15年を理事長として奉職して
くださいました。その間に、理事会の要請に
より東京若枝教会内に世界宣教訓練センター
を開校され、宣教師の養成、訓練にも尽力さ
れました。白河の開拓時代に導いた安海先生
が宣教師に立たれたときに支援され、後には、
私たちをネパールに、山野師一家を A国に
送り出してくださいました。宣教の塊でいら
した先生をこの時代に与えてくださった主に
栄光を帰します。ハレルヤ！（理事長　森 敏）

ヨハン先生（長澤先生三男）来訪
●去る 5/24、韓国で長年ろう者伝道をなさっ
ている長澤久美子先生の三男のヨハン先生が
事務所に訪ねてくださいました。これまでオ
ンライン上ではご一緒させていただきました
が、今回初対面となり、お互いに感謝感激で
した。30歳になるヨハン先生はとても爽や
かな好青年、３カ国語を話し、日本の宣教師
になって来日することを願っておられます。
すでに神学大学院をご卒業され、22年には
牧会修士を得、現在は博士課程を祈っておら
れるとのことでした。長澤先生ご夫妻の祈り
が積まれ、篤い信仰と祈りの人だと私たちも
よくわかりました。こうして宣教師二世が誕
生しようしていることに、私たちもとても嬉
しくなりました。（高山）

ヨハン先生と事務所でヨハン先生と事務所で

飯塚先生飯塚先生


